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概要
• Expert GUIで使用されるデータベース（DB）の設計を考案した。

•データベースのデザインは複雑。何か間違っている or 見落として点が
ないか確認してもらいたい。（最初の設計が重要）
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やるべきこと
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Felix

Felix

Felix

ROC

データベース

1.フロントエンドを完成させる

2. ラウルが開発した関数を
GUIから使用する

send command 3.パラメタを保存する
データベースを開発

4. 外部のPCから
複数のFelixを操作する

5.ドキュメントを書く



データベースについて
•データベース → 関連する情報を集めたもの。

•リレーショナルデータベース → データをテーブルの集合として管理

•リレーショナルデータベースを管理するシステムがある。
これは様々な製品ある。(MySQL , PostgreSQL , Oracle)

• SQL → リレーショナルデータベースを操作するための言語。
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どんなデータベースを作るべきか
• 1.  DAC値、LVDSなどの FPHX chip パラメータの値。

• 2.  チャンネルのマスク状況。

• 3. ラダーとROCの関係。ラダーがどのROCのどのPortに
挿さっているか。

• 4.   FelixとROCの関係。ROCがどのFelixと繋がっているか。
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ソフトウェア（日々変化する可能性がある）

ハードウェア（月単位？で変化するもの）



初期案（ボツ案）

2022/10/26 7

ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

N_B0L000 1 20 25 3

N_B0L000 2 20 25 4

FPHX parameterのテーブル

省略

テーブルには原則、主キー (Primary Key)と呼ばれるテーブルの行（レコード）を一意に決める列を設定する。
主キーは１つである必要はない。２つ以上のものを複合キーと呼ぶ。

主 主



初期案（ボツ案）
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Channel maskのテーブル

ladder 
name

chip id chan 0 chan 1 chan 127

N_B0L000 1 unmask unmask unmask

N_B0L000 2 unmask mask mask

主 主

mask か unmask の２値の情報なので0か1で表現しようと思ったが、混乱するので文字にした。

省略



初期案（ボツ案）
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ladder - ROCのテーブル

ladder 
name

ROC column port 
(module)

N_B0L000 NE0 A 1

N_B0L001 NE0 B 2

主
ROC Felix

NE0 Felix1

NE1 Felix1

ROC Felixのテーブル

主

外部キーと呼ばれる他のテーブルを参照するための列を設定する。



初期案（ボツ案）
•最初は、これらのテーブルに行（レコード）を追加しないで、更新だけ
すれば良いと思った。

•しかし、これだと直近の記録しか残らない。
過去のマスク状況やDAC値などがわからない。
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ladder 
name

chip id chan 0 chan 1 chan 127

N_B0L000 1 unmask unmask unmask

N_B0L000 2 unmask mask mask

mask

ラダーの数などは変わらない。



改善案
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RUN ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

1 N_B0L0
00

1 20 25 3

1 N_B0L0
00

2 20 25 4

RUN ladder 
name

chip id chan 0 chan 1 chan 
127

1 N_B0L0
00

1 unmask unmask unmask

1 N_B0L0
00

2 unmask mask mask

RUN ladder 
name

ROC column port 
(module)

1 N_B0L000 NE0 A 1
1 N_B0L001 NE0 B 2

RUN ROC Felix
1 NE0 Felix1
1 NE1 Felix1

RUN date

1 2022-1023-12:34

2 2022-1024-15:01

このようなテーブルを新たに作る

それぞれのテーブルにRUNを追加。（外部キー）



改善案
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RUN date

1 2022-1023-12:34

2 2022-1024-15:01

RUN ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

1 N_B0L000 1 20 25 3
1 N_B0L000 2 20 25 4

RUN ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

1 S_B1L116 25 15 25 3
1 S_B1L116 26 15 25 6

... 省略

RUN ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

2 N_B0L000 1 15 25 5
2 N_B0L000 2 15 25 5

RUN ladder 
name

chip id DAC0 DAC1 LVDS

2 S_B1L116 25 15 25 8
2 S_B1L116 26 15 25 8

... 省略

RUN1

RUN2

変更した箇所だけを追加するのではない。
その時刻での状態を丸ごと追加する。



まとめ
• Expert GUIが使うデータベースのデザインを考案した。

•自分のPCに仮のデータベースは作成ずみ。次は2ndFelixで作成する。
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やるべきこと

FELIX Expert GUI

GUIをマウスで操作 結果を⾒る

データベースを更新
パラメータを抽出する
クエリ

SQL

データベース
(DB)

パラメタを提供
Read Backなどの返答

コマンドを送
信

Pythonを⽤いてGUI
をデザインする
（ある程度終了）

ラウルが⽤意してくれた関数
を⽤いてFelix、ラダーを操作

1.まずは１つのFelixと通信
２.次に複数台のFelixと

DAC値などのパラメタを
保存するデータベース
づくり

1. SQLの勉強
2. どのようなテーブル、

ＤＢをデザインする
か？

ExpertGUIのドキュメ
ント1

2 3

4


